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下水道用プラスチック製管きょ更生工法 

Plastics piping systems for renovation of sewerage networks 

 
序文 

この規格は，2010 年に第 1 版として発行された ISO 11295，2009 年に第 1 版として発行された ISO 11296-1，

2009 年に第 1 版として発行された ISO 11296-3，2009 年に第 1 版として発行された ISO 11296-4，及び 2011

年に第 1 版として発行された ISO 11296-7 を基とし，国内における更生工法の要求性能などの事情を踏ま

え，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JE に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，下水道管路施設における更生工法のうち，以下の工法に関する要求性能，設計及び施工に

ついて規定する。 

・密着管による更生（自立管構造） 

・現場硬化管による更生（自立管構造） 

・ら旋巻管による更生（複合管構造） 

・組立管による更生（複合管構造） 

この規格の要求事項は，しゅん工時点の更生管がこの規格に記述された要求項目に対し劣らないという

条件であれば，下水道用プラスチック製管きょ更生工法に新技術を使用することを阻害するものではない。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 11295:2010，Classification and information on design of plastics piping systems used for 

renovation 

ISO 11296-1:2009，Plastics piping systems for renovation of underground non-pressure drainage and 

sewerage networks－Part 1: General 

ISO 11296-3:2009，Plastics piping systems for renovation of underground non-pressure drainage and 

sewerage networks－Part 3: Lining with close-fit pipes 

ISO 11296-4:2009，Plastics piping systems for renovation of underground non-pressure drainage and 

sewerage networks－Part 4: Lining with cured-in-place pipes 

ISO 11296-7:2011，Plastics piping systems for renovation of underground non-pressure drainage and 

sewerage networks－Part 7: Lining with spirally-wound pipes（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 


